
京都府京丹後市議会

－令和４年８月発行　議会だより京丹後の表紙写真（発行時期にあった写真）を募集いたします－

表紙写真は、峰山町の岡田良博さんにご提供いただきました。

◉お問い合わせは議会事務局へ （TEL. 0772ー69ー0010）
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議会だより 京 丹 後

●議会へ傍聴にお越しください。
６月10日　本会議（招集日）
６月22日　本会議（一般質問）
６月23日　本会議（一般質問）
６月24日　本会議（一般質問、議案審査）
７月 5日　本会議（最終日）

６月定例会の予定◎今回の議会だよりは3月定例会の
内容を中心にお伝えします。

2月25日から3月29日（33日間）の会期で
開催。当初予算、補正予算、条例や計画など、
58件の審査を行いました。

（丹後町平）



令和４年度当初予算額 一般会計　356356億億30003000万円万円（対前年比 3億1000万円 0.9%増）（対前年比 3億1000万円 0.9%増）

修正予算可決！　　　 ！
５つの事業1269万円を減額する　　　　　　　丹後王国「食のみやこ」スケボーーパパーーク建設等にク建設等に

■ ふるさと創生職員の副業型採用 579万円
■ SDGsポイント発行経費  150万円

全会
一致

討論意見討論意見
P7参照P7参照
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ふるさとブランド推進事業 6078万円（前年度：3176万円）
ふるさと納税を通じたシティプロモーションによる「地方創生」を実現する。

京丹後食のふるさとづくり創造事業 1877万円（前年度：911万円）
京丹後産食材の魅力向上及び PRと消費喚起を行う。

丹後王国タワー等跡地整備事業  1億 6878万円（新規）
道の駅 丹後王国「食のみやこ」の旧展望台を解体撤去し、跡地活用を検討する。

デジタルポイント導入事業及び消費喚起事業 1億 4173万円（新規）
ポイント制度の共通化を図り、キャッシュレス決済の促進と消費喚起を図る。

京丹後市観光公社の支援  9081万円（前年度：5223万円）
高度な PR・マーケティング手法を実践して自主財源の確保・増加を図る。
インバウンド再開への取組強化により、豊かで誇りの持てる観光地づくりを推進する。

グローバル人材育成事業  1348万円（前年度：548万円）
多様な価値に触れる機会を創出し、将来グローバル社会で活躍できる子どもたちを育成する。

「丹後学」の充実 1515万円（前年度：977万円）
地域の「人」「環境」「文化」学習を通じて郷土への誇りと愛情を育て、自己の生き方・在り方を考える。

子育て環境整備応援プロジェクト 620万円（新規）
地域全体で子どもを育て、支える仕組みづくりを促進する。

共助のための基盤づくり事業 633万円（新規）
2 町をモデルに身近な相談所として「（仮称）地域共生ステーション」を市民局に設置する。
地域づくりと連動した支え合いの仕組みづくりを推進する。

脱炭素社会推進事業 4943万円（前年度：131万円）
再エネ導入促進エリア設定等に向けたゾーニング等の合意形成を図る。
地域新電力設立に向けた検討・運営体制の構築を目指す。

■■ 長寿食サミットフォーラム（仮称）準備経費 234万円長寿食サミットフォーラム（仮称）準備経費 234万円
■■ 京丹後産コシヒカリによるSDGs貢献事業 246万円 他京丹後産コシヒカリによるSDGs貢献事業 246万円 他
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地方交付税
144億

（40.4％）

歳 入 歳 出

市税
50億6687
（14.2％）

繰入金
28億9135
（8.1％） 使用料

及び手数料
6億124
（1.7％）

分担金及び
負担金
1億7437
（0.5％）

寄附金
10億

（2.8％）

その他
5億7592
（1.6％）

その他
17億5450
（5.0％）

物件費
61億4034
（17.2％）

繰出金
26億6803
（7.5％）

補助費等
42億7588
（12.0％）

その他
27億2931（7.7％）

（単位：万円）

人件費
67億8838
（19.0％）

扶助費
46億6116
（13.1％）

公債費
46億9865
（13.2％）

普通建設事業費
36億6826
（10.3％）

投資的経費
10.3％

44.4％
71.1％

45.3％

国庫支出金
36億496
（10.1％）

市債
31億3330
（8.8％）

府支出金
24億2749
（6.8％）

28.9%

義
務
的
経
費

自
主
財
源

令和４年度当初予算額 一般会計令和４年度当初予算額 一般会計　　356億3000万円（対前年比 3億1000万円 0.9%増）

修正予算可決！　　　附帯決議　可決！
５つの事業1269万円を減額する５つの事業1269万円を減額する　　　　　　　　 丹後王国「食のみやこ」スケボーパーク建設等に

グラフで見る一般会計当初予算（令和4年度修正後）

１．デジタルポイントの導入について、本事業の効果的な実施と公平性の観点から、多く
の市民利用と協力事業者の参画が必要不可欠である。しかし、電子決済を利用してい
ない市民や導入していない事業者も多く存在する。

（１）デジタルポイント発行に際して、市民が利活用する上で公平性に留意すること。
（２）市民に対する事業周知と利用促進に向けたリテラシー教育等を検討すること。
（３）事業者に伴走支援を実施するなど、導入・運用しやすい環境を整備すること。

２．丹後王国展望台等解体撤去事業及び跡地活用事業を同時に行うことで、有利な財源
の合併特例債を活用することは理解する。一方で跡地のスケートボード施設整備は、
関連団体等との事前調整が不十分である。

（１）スケートボード施設整備ありきではなく、ゼロベースで幅広く検討すること。
（２）丹後王国を本市観光の中核施設として、関連団体等と十分な協議を行うこと。

３
月
定
例
会 ■■ ふるさと創生職員の副業型採用 579万円ふるさと創生職員の副業型採用 579万円

■■ SDGsポイント発行経費  150万円SDGsポイント発行経費  150万円減額事業

令和４年度一般会計予算に関する附帯決議【要約】
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新たな地域コミュニティ推進事業

問地域マネージャーの委託内容とその必
要性は。

答組織の体制づくりや事業を通じ課題解決を
マネジメントする人材。将来的には地域で
組織の一員として活動することも視野に入
れる。

問ローカルＸプロジェクトの要点は。

答地域の中で、若者や女性が関心を持ち、自発
的に参画できる場づくりや地域密着型事業
などの企画運営を想定している。

○新たな地域コミュニティの推進方法は
○副業型ふるさと創生職員は当初目的に沿わない
○ SDGsポイントは逆効果の誘引となるのでは

主な課題と論点！ 総務分科会

京丹後市の未来に向けた地域づくり・人材育成を

分科会の主な意見
【副業型ふるさと創生職員】【SDGsポイント発行事業】（減額修正）
◎副業型は就業後の本市への移住が期待できず、仕事を通じた本市職員との「化学反応」も
期待できない。

◎市がポイント付与することは、動機づけに逆効果ではないか。ポイント付与の在り方について
見直す必要がある。

【総務分科会としての意見】　委託事業について
◎単純な作業効率アップや費用対効果での委託は理解できる。一方で、市民から地域の課題
を聞き、政策に結び付ける業務などは、行政としての経験値や課題解決能力を蓄積するため
にも、正規職員が行うべきである。

ＳＤＧs推進事業

問 SDGsポイント事業の内容は。

答市主催事業に参加すればポイントを付与する
計画。ポイントは買い物などに利用できる。

問ポイントをもらえるからやる。といった
動機付けに変わってしまうことになる
のではないか。

答 1ポイント1円なので、その考え方が出てくる
可能性がある。SDGsの普及啓発のポイント
として捉えている。運用の中で説明していく。

ふるさと創生職員制度推進事業

問本来、移住定住することが主旨ではない
のか。

答移住だけではなく、京丹後市のために力を注
ぎたいという方を移住型と副業型に分けた。

問副業型で職員を採用する理由は。

答事業者やコンサルタントへの委託ではなく、
「移住はできないが地方のために力を発揮し
たい」と考えている方の、知見やアドバイ
スをいただくためである。
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○長寿食サミット全体の目的は
○子育て支援に関する継続的な活動はできるのか
○まちの将来を担う未来人材の育成は

主な課題と論点！ 文教厚生分科会

グローバル社会で活躍できる人材の育成

分科会の主な意見
【長寿食サミットフォーラム（仮称）開催準備事業】（減額修正）
◎フォーラムの予算規模など不透明な部分が多く、各課との連携が不十分である。また、こ
の事業は市民へのメリットが感じられず、予算は認められない。

【子育て環境整備事業】（附帯意見）
◎地域全体で子育てができる仕組みが進むとして評価したい。一方で、補助金の終了後、地域
の子育て支援が自走できるように、しっかりとした伴走支援をすべきである。

長寿食サミットフォーラム（仮称）
開催準備事業

問フォーラム全体の予算規模は。

答令和５年度にサミットフォーラム開催予定。
令和４年度は準備経費。今後の細かい予算
規模は、詰めていない。

問調査委託料として 100 万円をかけて何
を調査するのか。

答世界の長寿食を研究されている先生方の力
を借りたい。また、世界の食の潮流を分析し
ている民間業者とも連携の検討をしていく。

保幼小中一貫教育推進事業

問丹後学をどのように改訂するのか。
答新しく探求学習にSDGsの視点を盛り込む。

グローバル人材育成事業

問本市の教育に必要と判断した経緯は。

答グローバル社会で活躍するためには、意欲
的に考え、自己肯定感を高める取り組みが
必要だと考える。

問 STEAM教育の具体的な内容は。

答大学による専門的な検証や地元企業との連
携を行い、教科を横断した考えで学びを深
める。

子育て環境整備事業

問社協が行っている地域の子育てサロン
との明確な違いと補助額の根拠は。

答社協の事業と比較していない。100 万円の
根拠は、府の事業である「地域交響プロジェ
クト交付金」を参考にした。

問3年間の補助終了後、補助金が無駄に
ならないよう自走化ができる仕組みの
検討は。

答申請段階で、将来的な見通しを持った事業
計画であることを要請する。過剰なサービス
提供等があれば、事業の再検討を指導する。
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○デジタルポイント導入による市内経済の促進は
○王国タワー撤去、跡地活用はコンセンサス不足
○京丹後産コシヒカリのPR効果は

主な課題と論点！ 産業建設分科会

分科会の主な意見
【地域経済促進・地域消費喚起事業】【丹後王国（食のみやこ）】（附帯決議）
◎電子決済は世界の大きな流れだが、市内の高齢化率は高く、ポイント付与や、地域デジタル
通貨導入など高齢者のスマートフォン活用が不可欠であり、講習会などを並行して行うべ
きだ。

◎長年の懸念であった王国タワー撤去について、有利な財源を活用する計画だが、跡地活用に
ついてコンセンサスが得られていない。観光の中核施設がどうあるべきか議論が必要だ。

【京丹後食のふるさとづくり創造事業】（減額修正）
◎おにぎりアクションとして、一投稿100万円のPR効果との説明だが根拠に乏しく、全国で
大企業も含めた同様のアクションの中で埋もれてしまいPR効果は薄いと考える。

地域経済促進・地域消費喚起事業

問デジタルポイント導入の効果は。

答デジタルポイントで市内の買い物ポイントの
一本化を目指す。デジタル通貨導入は環境
が整えば対応する。

問継続事業となった場合の交付金の状況は。

答 3年間は地方創生推進交付金を充てる。 
登録店舗が増えることで、市の負担は減少
する。

丹後王国タワー

丹後王国「食のみやこ」支援事業

問スケートボード場整備になった経緯は。

答オリンピックを契機に注目が集まり、要望
書も提出され、公益性から幅広く利用して
いただける。

問関係団体とコンセンサスが取れている
のか。

答関連団体には伝えた。幅広な検討をお願い
したいとの意見があったが、コンセンサス
は取れていると考える。

京丹後食のふるさとづくり創造事業

問京丹後産コシヒカリを「おにぎりアク
ション」でどうPRするのか。

答 SNSを活用し、給食や部活などでおにぎり
を食べる機会にハッシュタグをつけ発信して
いただく。

問全国で同時に実施され、埋もれるのでは
ないか。

答全国で、市としては３番目になる。優位性
を獲得して、京丹後市の露出を図りたい。
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費
。

〇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ
ン
ト
発
行

経
費 

【
１
５
０
万
円
】

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
行
う

市
民
に
対
す
る
買
い
物
に

使
用
で
き
る
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
の
発
行
。

〇
長
寿
食
サ
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム（
仮
称
）開
催
準
備
事
業  

 

【
２
３
４
万
円
】

　

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
を
見
据
え
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
令
和
５
年
に
開
催

す
る
た
め
の
準
備
経
費
。

〇
水
洗
化
推
進
支
援
事
業

 

【
６
０
万
円
】

　

リ
ー
ス
バ
ッ
ク
制
度
に
よ

り
賃
貸
借
契
約
後
に
水
洗

化
し
た
際
の
補
助
事
業
。

〇
京
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に

よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
事
業

 

【
２
４
６
万
円
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
お

に
ぎ
り
を
き
っ
か
け
と
す
る

市
民
運
動
に
よ
る
京
丹
後

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｐ
Ｒ
事
業

へ
の
委
託
す
る
経
費
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

と
し
て
の
附
帯
意
見

子
育
て
環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
、子
育
て
世

帯
が
多
世
代
と
交
流
で
き

る
場
所
の
提
供
、情
報
交
換

や
相
談
、常
時
開
設
で
い
つ

で
も
行
け
る
拠
点
等
、
幅

広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
助
額
の
上
限
は
１
０

０
万
円
で
、
既
存
の
子
育
て

サ
ロ
ン
と
比
較
し
て
大
き

い
。
補
助
期
間
終
了
後
も

活
動
が
継
続
で
き
る
こ
と

が
子
育
て
環
境
の
充
実
に

つ
な
が
る
。

　

よ
っ
て
補
助
金
額
の
妥

当
性
、ま
た
自
走
化
で
き
る

事
業
計
画
か
ど
う
か
に
つ

い
て
厳
正
に
審
査
を
行
う

こ
と
。
そ
し
て
、各
団
体
が

自
走
で
き
る
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
市
は
伴
走
支
援

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

充実した子育て環境に伴走支援を

議会は５事業について減額する修正案を提出議会は５事業について減額する修正案を提出
数多くの新規事業について議論が集中し、５事業（1269万円）数多くの新規事業について議論が集中し、５事業（1269万円）
を予備費へ充当する減額修正案を提出し、賛成多数で可決した。を予備費へ充当する減額修正案を提出し、賛成多数で可決した。
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一
般
会
計
予
算
の
審
査
で

は
、５
つ
の
事
業
を
減
額
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
可
決
。

２
つ
の
事
業
に
つ
い
て
の
附

帯
決
議
も
全
会
一
致
で
可
決

す
る
異
常
事
態
。
多
く
の
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

事
業
の
組
み
立
て
方
に
課
題

今
回
、
減
額
修
正
の
事
業

を
含
め
１
１
９
件
が
新
た
に

提
案
さ
れ
る
な
ど
、
新
規
事

業
と
委
託
事
業
の
多
さ
が

目
立
つ
。

新
し
い
事
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
評
価
す
る
一
方
で
、そ
の

事
業
は
本
当
に
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
な
の
か
、
費

用
対
効
果
は
見
込
め
る
の

か
、
現
在
の
職
員
体
制
で
足

り
る
の
か
な
ど
、
事
業
の
組

み
立
て
に
お
け
る
見
込
み
の

甘
さ
や
関
係
団
体
等
と
の
協

議
不
足
な
ど
、
疑
義
は
拭
え

な
い
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

委
託
事
業
増
は
、
裏
を
返

せ
ば
現
在
の
職
員
体
制
で
は

実
施
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
職
員
の
資
質

向
上
の
機
会
損
失
と
な
る
。

ま
た
、「
市
民
と
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第
17

条
の
観
点
か
ら
も
課
題
と
考

え
る
。

人
口
減
少
と
行
政
の
役
割

人
口
減
少
が
進
む
中
、
効

果
的
な
予
算
執
行
の
た
め
、

行
政
事
務
の
再
構
築
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
本
年
度
か

ら
閉
域
モ
バ
イ
ル
網
を
使
い

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
庁
舎
の

仕
事
が
可
能
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
や
災
害
時
な
ど
に
限

ら
ず
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

入
っ
て
の
勤
務
も
可
能
で
あ

り
、
よ
り
市
民
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
や
民
間
が
で
き
な
い

こ
と
を
行
政
が
す
る
の
み
な

ら
ず
、市
民
と
共
に
地
域
や

民
間
が
進
む
べ
き
方
向
性

を
示
す
の
も
行
政
の
役
割
で

あ
る
。

新
政
会
は
、
会
派
の
綱
領

を
明
示
し
、『
政
策
を
中
心
と

し
た
同
一
の
理
念
を
共
有
』

す
る
と
意
思
表
示
し
た
議

員
と
会
派
を
引
き
継
い
だ
。

よ
っ
て
、
相
互
の
意
見
を

尊
重
し
、
少
数
意
見
の
尊
重

と
多
数
意
見
の
採
用
を
合

議
と
し
、
民
主
的
な
合
意
形

成
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
令
和
４
年
度

の
目
標
に
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

新
時
代
へ
の
変
革
と
挑
戦
。

安
心
な
暮
ら
し
・
地
域
経
済

の
活
性
化
・
京
丹
後
市
の

魅
力
の
最
大
化
』
と
掲
げ
、

市
長
に
対
し
16
項
目
に
わ
た

る
会
派
の
要
望
書
を
提
出

し
た
。
主
な
内
容
は
、
市
民

第
一
主
義
と
し
、
産
業
・
生

活
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

求
め
た
。
ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
市
民
の
安
心
安
全
を

施
策
で
示
す
こ
と
。
次
に
、

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、

経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る

こ
と
。
次
に
、
地
域
の
身
近

な
声
に
耳
を
傾
け
、
持
続
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
予
算
編
成
を
求
め
た
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

は
、
３
５
６
億
円
で
最
大
規

模
の
予
算
編
成
が
組
ま
れ

た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
、
商
工
農
林
水
産
の
各

分
野
へ
の
事
業
者
支
援
策

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
か
ら
高
齢
者
の

誰
も
が
安
心
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
環
境
整
備
の
充

実
が
図
ら
れ
て
お
り
、
評
価

す
る
。
教
育
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
施
策
が
図
ら
れ
期
待

す
る
。
総
じ
て
積
極
的
な
予

算
編
成
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、分
科
会
審
査
で
、

修
正
案
が
５
事
業
、
附
帯
決

議
が
２
事
業
、
附
帯
意
見
が

１
事
業
と
し
た
修
正
案
を

可
決
し
た
。
議
会
と
し
て
の

二
元
代
表
制
の
本
来
の
姿

で
あ
り
、
議
会
の
権
能
を
示

し
た
。

今
後
も
「
市
民
第
一
」
と

「
政
策
集
団
」
を
理
念
と
し
、

掲
げ
る
目
的
目
標
の
実
現

を
念
頭
に
、
積
極
的
、
能
動

的
な
議
員
活
動
・
会
派
活
動

を
行
っ
て
い
く
。

新
政
会

丹
政
会

◉
所
属
議
員

代 
表　

池
田　

惠
一

谷
津　

伸
幸

平
井　

邦
生

東
田　

真
希

中
野　

勝
友

和
田　
　

晋

◉
所
属
議
員

代 

表　

櫻
井　

祐
策

冨
田　

恵
輔

多
賀
野
一
彦

川
戸　

一
生

令和4年度京丹後市一般会計予算令和4年度京丹後市一般会計予算

会派の意見
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日
本
の
経
済
を
「
も
ろ
く

て
弱
い
」
も
の
に
し
た
、
新

自
由
主
義
の
弊
害
を
克
服
し

て
や
さ
し
い
社
会
へ
の
転
換

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
観
点

か
ら
地
方
自
治
の
本
旨
に
基

づ
き
、
く
ら
し
福
祉
第
一
の

市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

多
く
の
新
規
事
業
が
事
業

目
的
に
沿
わ
な
い
、
行
方
が

見
え
な
い
、
実
施
の
め
ど
が

立
た
な
い
な
ど
審
査
の
中

で
、
問
題
点
が
焦
点
化
さ
れ

減
額
修
正
し
た
。
提
案
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
の
不
十
分
さ
を

指
摘
す
る
。

予
算
の
評
価
と
課
題

①
住
民
の
要
望
を
反
映

ワ
ク
チ
ン
接
種
、宿
泊
業
等

の
事
業
者
へ
の
緊
急
支
援
、

久
美
浜
小
学
校
区
で
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
、

小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
予

算
の
増
額
な
ど
評
価
す
る
。

②
職
員
の
処
遇
改
善
と
公

契
約
条
例
の
制
定
を

介
護
や
保
育
な
ど
の
処

遇
改
善
が
行
わ
れ
た
が
不

十
分
。
８
３
０
人
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

は
待
っ
た
な
し
、
改
善
を
求

め
る
。

公
契
約
条
例
の
制
定
と

設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ

で
公
契
約
労
働
者
の
賃
金
を

引
き
上
げ
改
善
す
べ
き
。

③
社
会
保
障
削
減
か
ら
市

民
の
く
ら
し
を
守
る

市
民
の
収
入
は
減
り
厳

し
い
。
２
０
０
人
の
特
養
待

機
者
、
経
済
的
理
由
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
が
受
け
ら

れ
な
い
、な
ど
の
実
態
が
あ

る
。
も
っ
と
ケ
ア
に
手
厚
い

予
算
配
分
が
求
め
ら
れ
る
。

④
米
価
暴
落
、
農
業
危
機

へ
抜
本
的
予
算
を

米
販
売
価
格
は
生
産
費
を

５
０
０
０
円
も
割
り
込
み
、

農
家
か
ら
、
稲
作
を
続
け
ら

れ
な
い
、
と
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
る
。
最
大
の
農
業
危
機

に
対
し
抜
本
的
な
営
農
支

援
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
消
費
税
減
税
、イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
中
止
を

多
く
の
事
業
者
や
市
民

か
ら
消
費
税
減
税
や
イ
ン

ボ
イ
ス
中
止
の
願
い
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
声
を

国
に
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
総
額
３
５
６
億
３

０
０
０
万
円
で
市
政
発
足

後
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

歳
入
に
お
い
て
、
自
主
財

源
比
率
が
28
・
３
％
と
昨
年

度
よ
り
３
・１
％
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
は
、
こ
の
２
年
間
の
ふ

る
さ
と
納
税
拡
大
事
業
の

成
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

歳
出
の
特
徴
は
、
新
規
事

業
が
１
１
９
項
目
と
と
て

も
多
い
こ
と
だ
。
新
し
い
こ

と
へ
の
挑
戦
は
大
切
だ
が
、

十
分
な
検
討
と
確
か
な
見

通
し
が
あ
る
の
か
、
職
員
の

負
担
は
大
丈
夫
な
の
か
、
大

き
な
危
惧
を
持
っ
た
。

結
果
と
し
て
新
規
事
業

４
つ
を
含
む
５
つ
の
事
業

が
減
額
修
正
さ
れ
、
新
規
事

業
１
件
に
附
帯
意
見
、
２
件

に
附
帯
決
議
と
な
っ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
の
危
惧
を
裏

付
け
る
も
の
に
な
っ
た
。
各

委
員
会
審
査
で
執
行
部
の

追
加
説
明
が
繰
返
さ
れ
、
総

務
委
員
会
か
ら
、「
委
託
事

業
が
多
過
ぎ
る
」
と
意
見
も

出
た
。

一
方
で
、
従
来
の
継
続
課

題
へ
の
対
策
が
弱
い
。
観
光

は
本
市
の
メ
イ
ン
産
業
で
新

事
業
が
目
立
つ
が
、そ
の
一
番

の
資
源
で
あ
る
海
岸
線
の

美
化
事
業
は
、
漂
着
ゴ
ミ
の

回
収
問
題
も
松
枯
れ
対
策

も
具
体
的
な
強
化
は
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
事
業
が
多

い
が
、そ
れ
が
本
来
の「
持

続
可
能
な
地
域
作
り
」に
確

か
に
つ
な
が
る
の
か
、
流
行

言
葉
だ
け
の
軽
い
感
じ
を
受

け
る
。
今
年
度
事
業
の「
脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
未

だ
に
そ
の
全
容
が
示
さ
れ

ず
、
新
年
度
予
算
に
再
エ
ネ

促
進
事
業
は
い
く
つ
も
あ

る
も
の
の
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

の
関
連
も
目
標
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
地
域
新
電
力
へ
の

予
算
も
あ
る
が
、
再
エ
ネ
、

省
エ
ネ
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
具
体

策
が
ど
う
展
開
さ
れ
る
の
か

は
見
え
な
い
。
脱
炭
素
と
言

う
が
、
基
盤
と
な
る
森
林
整

備
の
取
り
組
み
も
貧
弱
だ
。

新
し
い
モ
ノ
を
欲
張
り

す
ぎ
て
、
現
場
の
混
乱
や
中

途
半
端
な
事
業
で
市
民
の

批
判
を
受
け
る
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
か
、
心
配
で

あ
る
。

過
去
最
大
規
模
で
、
意
欲

的
、積
極
的
な
予
算
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
地
域
間
競
争

に
打
ち
勝
ち
、
本
市
を
浮
揚

さ
せ
よ
う
と
す
る
強
い
意
気

込
み
が
あ
り
評
価
す
る
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
を

さ
ら
に
高
く
掲
げ
て
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
が
、
市
役

所
の
総
力
を
挙
げ
て
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

児
童
福
祉
施
策
で
は
引

き
続
き
充
実
が
図
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
男
性

の
育
児
休
暇
取
得
促
進
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
費

も
計
上
さ
れ
、
評
価
す
る
。

産
業
振
興
で
は
、
活
イ
カ

活
用
や
食
品
加
工
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
な
ど
、
食
を
基
盤

と
し
た
六
次
産
業
化
を
進
め

る
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

農
林
水
産
業
は
自
然
環
境
の

保
全
は
も
と
よ
り
、
歴
史
文

化
、
丹
後
学
の
普
及
、
観
光

振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
想
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
。
重
要
な
分
野
だ
。

地
域
協
働
型
小
規
模
公

共
事
業
で
は
、
公
共
事
業
が

１
２
０
％
か
ら
１
５
０
％
と

増
額
さ
れ
、
大
幅
に
伸
び
て

い
る
。
し
か
し
市
民
生
活
の

現
場
で
は
さ
ら
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
鉄
筋
を
多
く
必
要
と

し
て
い
る
。
道
路
、
橋
、
河

川
改
修
、
安
全
施
設
整
備
の

た
め
も
っ
と
力
を
入
れ
、
百

年
、
二
百
年
続
く
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
べ
き
だ
。

行
政
手
法
と
し
て
、
業
務

委
託
が
過
度
に
多
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
で
は
職
員
が

育
た
な
い
。
職
員
を
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
す
べ
き
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
本
来
の
目

標
が
か
す
み
、
手
段
や
手
法

が
イ
ベ
ン
ト
化
し
て
い
る
。

生
存
の
基
盤
で
あ
る「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
15
・
陸
の
豊
か
さ
も
守

ろ
う
」
を
最
優
先
事
項
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

庁
舎
増
築
棟
整
備
は
本

市
誕
生
以
来
の
懸
案
で
あ

る
が
補
正
予
算
と
し
て
編

成
さ
れ
た
。
合
併
特
例
債
の

期
限
切
れ
が
迫
る
な
か
、
議

会
挙
げ
て
悔
い
の
な
い
新

庁
舎
を
形
あ
る
も
の
に
し

た
い
。

政
友
会

日
本
共
産
党

創　

明

◉
所
属
議
員

代 

表　

田
中　

邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

◉
所
属
議
員

代 

表　

水
野　

孝
典

和
田　

正
幸

◉
所
属
議
員

代 

表　

永
井　

友
昭

浜
岡
大
二
郎
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平
成
23
年
度
策
定
の「
京

丹
後
市
学
校
再
配
置
基
本

計
画
」が
令
和
２
年
度
で
終

了
し
た
。
今
後
も
少
子
化
、

学
校
の
小
規
模
化
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
再

配
置
の
実
績
と
検
証
等
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
今
後

10
年
間
の
小
中
学
校
の
適

正
配
置
の
あ
り
方
を
示
す

計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

 
主
な
質
疑 

問
再
配
置
後
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
総

括
は
。

答
新
し
い
小
学
校
区
で
、学

校
と
地
域
が
連
携
し
な
が
ら

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
地
域
の
拠
点
と
し
て
学

校
を
残
す
検
討
は
。

答
地
域
の
思
い
は
承
知
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
の
教
育

環
境
を
第
一
に
考
え
、
複
式

学
級
は
解
消
す
る
基
本
方

針
は
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
た
。

問
パ
ブ
コ
メ
を
募
集
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
再
配
置
計

画
の
基
本
方
針
を
引
き
継

ぐ
た
め
、
取
る
必
要
が
な
い

と
判
断
し
た
。　

問
適
正
配
置
の
実
施
に
お

い
て「
理
解
が
深
ま
っ
た
と

判
断
さ
れ
た
場
合
」
と
あ

る
が
、何
を
も
っ
て
判
断
す

る
の
か
。

答
就
学
前
を
含
む
保
護
者

へ
の
丁
寧
な
意
見
の
聞
き

取
り
、
地
域
へ
の
説
明
、
理

解
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
。

問
宇
川
小
存
続
を
求
め
る

署
名
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
重
く
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

意
見
交
換 

○
前
計
画
で
統
廃
合
し
た

学
校
で
教
室
が
足
り
な
く

な
る
事
例
が
起
き
て
い
る
。

教
室
数
に
ゆ
と
り
を
も
た

せ
、
併
せ
て
上
限
30
人
学
級

を
実
現
で
き
る
環
境
を
整

備
す
べ
き
。

○
良
く
な
い
と
さ
れ
る「
複

式
学
級
」
だ
が
、
現
在
は
、

全
国
で
小
規
模
校
教
育
の

実
践
が
文
科
省
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
文
厚
委
員
会
は
積
極

的
に
研
修
を
行
う
べ
き
で

あ
っ
た
。

○
学
校
は
第
一
義
的
に
子

ど
も
の
た
め
の
学
び
と
育
ち

の
場
で
あ
る
。
豊
か
な
人
間

関
係
を
築
い
て
育
ち
合
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
一
学
級

の
児
童
数
は
二
桁
必
要
。

 

反
対
討
論 

○
前
計
画
の
期
間
満
了
に

よ
る
見
直
し
で
あ
り
な
が

ら
、
パ
ブ
コ
メ
を
と
ら
な
い

な
ど
提
案
の
プ
ロ
セ
ス
が
不

適
切
。
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
の
10
年
間
を
当
事
者
の

視
点
か
ら
検
証
す
る
た
め
に

は
パ
ブ
コ
メ
は
必
要
不
可
欠

だ
っ
た
。

○
前
期
10
年
間
の
「
複
式
の

解
消
」「
統
合
後
の
子
ど
も

や
地
域
の
実
態
」「
現
場
の

先
生
の
思
い
」
な
ど
丁
寧
な

総
括
が
不
十
分
で
あ
る
。
委

員
会
で
も
複
式
学
級
に
つ
い

て
現
地
調
査
や
学
習
な
ど
の

審
査
が
深
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
地
元
住
民
の
「
学
校
を

残
し
て
」
の
圧
倒
的
民
意
を

置
き
去
り
に
し
て
の
提
案
。

教
育
委
員
会
の
議
決
の
な

い
資
料
で
の
住
民
説
明
な

ど
瑕
疵
が
あ
る
。

○
宇
川
地
域
は
地
元
を
あ

げ
て
複
式
で
も
頑
張
る
か
ら

今
は
残
し
て
欲
し
い
と
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
文
科
省
の

「
手
引
」の
小
規
模
校
を
残

す
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。
そ

れ
で
も
な
く
す
理
由
が
わ
か

ら
な
い
。

 

賛
成
討
論 

○
前
計
画
の
検
証
と
し
て

概
ね
良
か
っ
た
と
す
る
意
見

が
大
半
。
次
の
世
代
を
担
う

児
童
が
、
よ
り
良
い
環
境
、

条
件
で
教
育
を
受
け
る
こ

と
は
今
後
の
本
市
に
と
っ
て

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

○
子
ど
も
の
自
己
実
現
や

社
会
で
生
き
抜
く
力
を
養
う

に
は
、
適
正
規
模
の
教
育
環

境
が
必
要
。
少
人
数
で
は
選

択
肢
が
限
定
的
に
な
る
。
多

様
な
考
え
方
に
触
れ
切
磋

琢
磨
す
る
環
境
が
重
要
だ
。

○
要
望
が
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
。
実
施
ま
で
の
教
育

に
つ
い
て
誰
が
責
任
を
持
つ

の
か
。
本
計
画
は
一
義
的
に
、

子
ど
も
の
教
育
環
境
に
責
任

を
持
つ
と
い
う
市
の
強
い
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
学
校
が
な
く
な
っ
て
も

地
域
の
子
ど
も
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
、
地
域
が
活
性
化

す
る
方
法
は
あ
る
。
学
校
は

ま
ず
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
う

か
を
考
え
る
べ
き
。
ま
た
複

式
に
な
っ
た
場
合
の
教
職
員

の
負
担
へ
の
懸
念
や
、
子
ど

も
に
で
き
る
だ
け
等
し
い

教
育
環
境
を
整
え
る
べ
き
。

【
賛
成
13
・
反
対
６
で
可
決
】

京丹後市学校適正配置基本計画を策定京丹後市学校適正配置基本計画を策定
陳情３件、請願１件、署名提出など１年に及ぶ議論陳情３件、請願１件、署名提出など１年に及ぶ議論

宇川小学校

吉野小学校
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掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

3月定例会 代表・一般質問
代表・一般質問は、令和4年3月9日、10日、11日の日程で行い、
14人の議員が質問し、市長等に答弁を求めました。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで
議会の中継・録画が視聴できます 京丹後市議会 検 索

問
「
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
内
容
は
。

市
長
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、

域
内
循
環
で
２
０
５
０
年

実
質
０
を
目
指
す
。　

問
地
域
新
電
力
と
は
。

市
長
地
域
内
外
の
再
エ
ネ

に
よ
る
電
気
を
購
入
し
市

内
に
供
給
し
て
い
く
会
社
。

電
気
の
地
産
地
消
、
域
内

循
環
が
目
的
だ
。

問
風
力
発
電
の
審
議
会
答

申
で
は
、
災
害
等
の
不
安

が
払
拭
さ
れ
な
い
場
合
は

事
業
の
中
止
も
含
め
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
あ
る
。

そ
の
場
合
、
市
長
は
ど
う

す
る
の
か
。

市
長
答
申
通
り
の
お
願
い

を
す
る
。

問
前
田
建
設
は
発
電
所

を
投
資
物
件
と
し
て
売
却

す
る
可
能
性
あ
り
と
答
え

た
。
ま
た
、
事
業
者
と
地

権
者
の
契
約
は
地
権
者
が

不
利
な
も
の
が
多
い
。
ど

う
考
え
る
か
。

市
長
事
業
者
の
変
更
は

何
ら
か
の
影
響
を
発
生
さ

せ
る
。
事
業
用
地
の
契
約

は
民
民
だ
が
、
責
任
の
不

明
確
や
地
権
者
の
不
利
益

は
良
く
な
い
。

市
の
諸
課
題

問
旧
浜
詰
小
学
校
跡
地
は

ゴ
ミ
捨
て
場
状
態
だ
。
強

い
措
置
が
必
要
で
は
。

市
長
当
事
者
に
撤
去
を

求
め
て
き
た
。
法
的
に
強

制
撤
去
は
難
し
い
。
今
後

も
撤
去
を
求
め
る
。

米
軍
基
地
問
題

問
市
内
の
病
院
で
起
き
た

米
軍
関
係
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
と
は
。　

市
長
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結

果
は
陰
性
の
連
絡
な
し
に

病
院
に
証
明
書
を
取
り
に

行
け
な
い
が
、
行
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
中
に
陽
性
者

が
い
た
。
再
発
防
止
を
米

側
へ
強
く
求
め
た
。

問
基
地
か
ら
の
排
水
は
海

に
落
ち
る
。
そ
こ
の
状
態

の
確
認
と
検
査
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

市
長
現
状
の
確
認
は
で

き
て
い
な
い
。

問
重
要
土
地
法
に
関
わ
る

自
治
体
の
意
見
聴
取
は

あ
っ
た
の
か
。

市
長
ま
だ
な
い
。
あ
れ
ば

地
元
の
声
を
聞
き
、
国
に

意
見
を
述
べ
た
い
。

百年以上現役の小脇水力発電所

市
長

代表質問

創 明

永 井 友 昭

風
力
、「
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
い
」

場
合
は答

申
通
り
の
お
願
い
を
す
る
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問
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て
問
う
。
活
の
あ

る
ま
ち
京
丹
後
に
つ
い
て

２
年
間
で
ど
こ
ま
で
達
成

で
き
た
の
か
。

市
長
こ
の
２
年
間
は
コ
ロ

ナ
対
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
中
で
定
量
的

に
判
断
す
る
の
は
難
し
い

が
50
パ
ー
セ
ン
ト
は
着
手

で
き
た
か
と
思
う
。

問
子
育
て
世
代
が
助
か
る

制
度
に
つ
い
て
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
低
所
得
者
世
帯

の
給
食
費
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
問
う
。

市
長
令
和
４
年
度
に
は

一
定
の
措
置
を
考
え
て
い

た
が
、
全
て
の
児
童
生
徒

に
措
置
を
す
る
と
１
億
８

千
万
円
の
財
源
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、１
人
２
０
０

円
の
負
担
に
す
る
と
毎
年

４
千
万
円
の
財
源
が
必
要

と
な
る
。
大
切
な
施
策
で

あ
る
の
で
次
年
度
に
向
け

て
幅
広
に
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
中
高
一
貫
教
育
導
入

に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は

一
つ
の
学
校
と
し
て
６
年

制
で
や
る
パ
タ
ー
ン
と

中
・
高
併
設
で
や
る
パ

タ
ー
ン
、中
・
高
で
連
携
す

る
パ
タ
ー
ン
と
３
つ
の
方

法
が
あ
る
が
、
市
長
の
目

指
す
中
高
連
携
は
ど
の

パ
タ
ー
ン
に
な
る
の
か
。

市
長
今
ま
で
の
型
に
と
ら

わ
れ
な
い
型
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
京
都
府
と
の
協
議
も

含
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
思
う
が
。

市
長
京
都
府
も
府
立
高

校
の
在
り
方
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
地
域
の
拠
点
と
し
て

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
し
っ
か

り
協
議
し
て
い
き
た
い
。

学
校
I
C
T
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て

問
学
校
現
場
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

教
育
長
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
に
よ
り
授
業
の
質
的

変
換
が
計
ら
れ
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
課
題
と
し

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

ち
帰
っ
た
時
の
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
な
ど
が
あ
る
。

低所得者世帯への給食費の負担軽減は

問
本
市
に
お
け
る
風
力
発

電
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
の
懸
念
や
不

安
の
声
、
さ
ら
に
は
中
止

を
求
め
る
動
き
も
あ
り
、

審
議
会
答
申
は
こ
れ
を
裏

付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

地
す
べ
り
地
や
花
崗
岩
質

の
地
質
・
地
形
の
上
に
、
風

力
発
電
計
画
は
と
う
て
い

不
向
き
だ
。
審
議
会
答
申

に
対
す
る
市
長
の
認
識
は

ど
う
か
。

市
長
各
分
野
の
専
門
家

や
地
元
区
長
さ
ん
た
ち
に

よ
る
真

で
精
力
的
な
審

議
結
果
で
あ
る
。
総
論
各

論
を
精
査
し
共
有
し
て
、

答
申
ど
お
り
の
意
見
書
と

し
た
。
事
業
は
地
球
環
境

へ
の
貢
献
と
い
う
側
面
や

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

も
あ
る
が
、
他
方
で
環
境

へ
の
負
の
影
響
も
多
大
で

あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
財
や
文
化
資
料
の
保

存
活
用
を
ど
う
図
る
か

問
本
市
は
歴
史
の
層
が

非
常
に
厚
い
地
域
だ
。
近

代
に
お
い
て
も
歴
史
を
物

語
る
有
数
の
文
化
財
や
資

料
が
あ
る
。
震
災
画
や
震

災
記
念
館
、
峰
山
小
学
校

本
館
、
旧
丹
後
織
物
工
業

組
合
本
館
、
参
考
館
な
ど

の
保
存
活
用
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
市
史
の
今
後

の
活
用
は
ど
う
か
。

教
育
長
震
災
画
は
公
開

展
示
が
可
能
な
場
所
を
検

討
し
て
い
る
。
震
災
記
念

館
は
耐
震
性
能
が
低
く
、

莫
大
な
経
費
を
要
す
る
た

め
根
本
的
な
修
理
は
考
え

て
い
な
い
。
峰
小
本
館
は

耐
震
診
断
の
結
果
、
躯
体

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強

度
が
低
く
、
耐
震
性
能
も

測
定
で
き
な
い
。
記
念
館

と
同
様
、
文
化
財
的
価
値

は
高
い
が
、
現
状
維
持
に

努
め
て
い
る
。
旧
丹
後
織

物
工
業
組
合
本
館
は
、
市

役
所
増
築
棟
整
備
と
の
関

係
で
、
地
区
や
民
間
の
使

用
、
売
却
、
撤
去
も
含
め

幅
広
に
検
討
し
て
い
く
。

参
考
館
を
保
存
す
る
た
め

に
は
解
体
修
理
が
必
要
で

神
社
や
府
と
協
議
す
る
。

京
丹
後
市
史
は
一
部
完
売

で
在
庫
分
は
教
委
や
古
代

の
里
資
料
館
で
販
売
中
。

図
書
館
で
も
閲
覧
可
能
。京丹後市史

市
長

代表質問

丹 政 会

池 田 惠 一

給
食
費
の
負
担
軽
減
は

４
年
度
に
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
き
た
い

市
長

代表質問

政 友 会

水 野 孝 典

審
議
会
答
申
に
対
す
る
市
長
の

認
識
は
ど
う
か

真

で
精
力
的
な
審
議
結
果
と

受
け
止
め
た
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代表質問

日本共産党

田 中 邦 生

文
化
芸
術
の
振
興
に
財
源
措
置

と
推
進
体
制
を

予
算
や
推
進
体
制
を
振
興
計
画

に
位
置
づ
け
る

問
文
化
芸
術
振
興
審
議
会

で
文
化
芸
術
振
興
計
画
の

検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
重
要
な
こ
と
は

計
画
の
実
施
へ
必
要
な
財

源
措
置
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
市
の
推
進

体
制
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

教
育
長
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
心
豊
か
に
充
実
し
た

生
活
が
実
現
で
き
る
。
そ

ん
な
文
化
芸
術
活
動
の
推

進
を
議
論
し
て
い
き
た

い
。
本
年
の
８
月
頃
に
審

議
会
の
答
申
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

　

審
議
会
で
文
化
芸
術
に

関
す
る
予
算
の
重
要
性
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
。
推
進
体
制
も
文
化

団
体
等
と
の
連
携
な
ど
、

効
果
的
な
推
進
体
制
を
計

画
に
位
置
づ
け
る
。

水
田
活
用
直
接
交
付
金
の

見
直
し
中
止
を

問
水
田
活
用
直
接
交
付
金

の
見
直
し
は
、
水
路
や
畦

が
あ
っ
て
も
、５
年
間
、水

張
り
が
行
わ
れ
な
い
農
地

は
除
外
、
飼
料
用
米
の
複

数
年
加
算
の
廃
止
な
ど
で

あ
る
。
突
然
の
減
額
は
営

農
へ
の
大
打
撃
と
な
る
。

国
に
中
止
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長
今
回
の
見
直
し
は

農
業
へ
の
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

水
田
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

用
実
態
を
踏
ま
え
、
農
家

の
声
を
聞
き
影
響
を
検
証

し
た
上
で
府
と
一
体
と

な
っ
て
農
業
振
興
に
つ
な

が
る
よ
う
要
望
を
行
う
。

脱
炭
素
化
へ
有
利
な
地
方

債
の
活
用
を

問
施
設
の
脱
炭
素
化
に

向
け
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導

入
な
ど
の
市
単
独
事
業
に

対
し
て
有
利
な
事
業
債
が

あ
る
。
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長
施
設
の
脱
炭
素
化

を
図
る
上
で
、
製
造
が
終

了
し
て
い
る
水
銀
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
は
早
急
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
令
和
４
年

度
、
こ
の
地
方
債
を
活
用

し
て
、
中
学
校
、
体
育
館

の
照
明
お
よ
び
社
会
体
育

館
４
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
事
業
を
実
施
す
る
。

急がれる文化芸術振興拠点の施設改修

問
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

目
的
、
目
標
に
ど
の
よ
う

な
成
果
を
見
通
し
た
予
算

編
成
を
し
た
の
か
。

市
長
予
算
編
成
の
視
点

は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、「
稼

ぐ
力
」
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
し
た
財
政
力
を
涵

養
す
る
こ
と
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
環
境
づ

く
り
に
力
点
を
置
い
た
。

次
に
、「
支
え
る
力
」
は
、

生
活
の
場
か
ら
民
間
・
経

済
活
動
を
生
み
、
活
力
が

育
ま
れ
る
こ
と
に
力
点
を

置
い
た
。
次
に
、「
ひ
と
の

力
」
は
、
将
来
の
宝
と
し

て
、
地
域
資
源
を
活
用
の

た
め
に
も
、
人
を
呼
び
込

む
、
人
を
守
る
た
め
に
も

将
来
に
向
け
た
投
資
と
し

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
点

を
置
い
た
。
よ
っ
て
、
市

民
誰
も
が
、
社
会
経
済
の

各
分
野
で
、
自
立
自
走
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
け
ん
引

し
て
い
く
よ
う
な
予
算
編

成
を
行
っ
た
。

今
後
の
教
育
環
境
の
在
り

方
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
に

当
た
り
、
学
校
間
で
運
用

方
法
に
差
が
出
な
い
た
め

に
、
一
定
の
運
用
規
定
を

設
け
て
は
。

教
育
長
大
枠
の
運
用
の

仕
方
に
つ
い
て
は
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
同
時
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
の

在
り
方
も
検
討
す
る
。

問
丹
後
学
の
更
な
る
推

進
を
図
る
考
え
は
。

教
育
長
課
題
解
決
型
の

学
習
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
含
め
た
教
科
横

断
型
の
丹
後
学
の
モ
デ
ル

カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
の
改
定
を

２
年
間
、
進
め
て
い
く
。

問
廃
校
利
用
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
校
舎
全
体
で
は

利
活
用
ま
で
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
が
、
教
室
ご
と
に

部
分
貸
し
が
で
き
る
よ
う

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

教
育
長
学
校
跡
地
利
活

用
に
関
し
て
、
防
犯
、
管

理
面
の
課
題
も
あ
る
。
し

か
し
、
地
域
の
き
め
細
か

な
対
応
や
一
層
の
有
効
活

用
に
資
す
る
考
え
方
で
あ

り
、
共
同
利
用
の
運
用
面

や
幅
広
い
施
設
活
用
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。廃校の教室を部分貸しができるよう期待する

市
長

代表質問

新 政 会

櫻 井 祐 策

３
５
６
億
円
と
い
う
最
大
規
模

の
予
算
編
成
で
留
意
し
た
点
は

豊
か
さ
を
持
続
発
展
さ
せ
る

考
え
で
予
算
化
し
た

教
育
長
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問
コ
ロ
ナ
対
策
に
あ
て
ら

れ
た
予
算
が
、
年
度
末
で

減
額
補
正
さ
れ
て
い
る
。

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
届
い
て
い
る

か
。
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
使
い
や
す
い
制
度
や
、

説
明
、
周
知
の
工
夫
が
不

可
欠
。
原
油
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
全
て
の
業

種
へ
の
支
援
が
い
る
が
。

市
長
申
請
漏
れ
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。

10
万
円
の
子
育
て
世
帯

臨
時
交
付
金
で
は
9
月
以

降
の
離
婚
世
帯
や
、
D
V

被
害
な
ど
個
別
の
例
に
わ

か
る
範
囲
で
個
別
に
対
応

し
て
き
た
。
就
学
援
助
費

は
条
件
の
合
う
家
庭
に
は

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
足
の
場
合
は
補
正
対
応

も
す
る
。
お
知
ら
せ
の
配

布
な
ど
工
夫
も
検
討
し
た

い
。
原
油
高
騰
に
対
す
る

各
業
種
の
支
援
は
国
の
動

向
を
注
視
し
進
め
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
事

業
者
に
対
し
て
は
燃
料
費

を
委
託
費
か
ら
外
し
、
市

が
負
担
す
る
方
向
に
。

学
校
の
教
育
条
件
の
改
善

問
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
全
て

完
了
の
め
ど
は
。
前
倒
し

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
令
和
6
年
に
完
了

予
定
。

市
長
ト
イ
レ
は
大
切
。
財

源
が
絡
む
が
で
き
る
だ
け

の
前
倒
し
に
努
め
る
。

問
中
学
校
女
子
ト
イ
レ

個
室
の
せ
め
て
1
カ
所
に

生
理
用
品
の
配
置
を
検
討

す
べ
き
だ
が
。

教
育
長
学
校
の
状
況
を

聞
き
、
対
応
を
検
討
。

問
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
持

ち
帰
り
時
の
通
信
費
用
は

家
庭
負
担
。
義
務
教
育
無

償
が
基
本
で
あ
る
が
。

教
育
長
全
国
的
な
課
題

で
、
国
へ
の
要
望
も
し
て

い
る
。

学
校
適
正
配
置

問
計
画
が
可
決
さ
れ
た

が
、
宇
川
小
を
は
じ
め
統

廃
合
該
当
校
の
地
域
保
護

者
が
存
続
を
望
ん
だ
場

合
、
存
続
校
へ
の
支
援
は
。

教
育
長
教
育
委
員
会
の

総
力
を
あ
げ
て
今
あ
る
学

校
の
教
育
環
境
を
職
員
配

置
も
含
め
応
援
す
る
。

問
市
内
で
は
、
学
校
で
の

コ
ロ
ナ
感
染
が
ク
ラ
ス

タ
ー
と
な
り
、
多
く
の
保

護
者
が
休
業
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
に
対
し
て
「
小
学

校
休
業
等
対
応
助
成
金
」

制
度
が
あ
る
。
国
会
の
質

問
で
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
支
給
実
績
が
大
変
少

な
い
。
個
人
申
請
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

保
護
者
の
方
へ
利
用
で
き

る
よ
う
広
報
を
行
う
べ
き

で
あ
る
が
。

教
育
長
府
を
通
じ
て
周
知

の
依
頼
が
あ
り
、
学
校
、

こ
ど
も
園
な
ど
す
べ
て
の

保
護
者
に
お
知
ら
せ
を
配

布
し
て
い
る
。

市
長
コ
ロ
ナ
対
策
室
の

設
置
で
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
相
談
で
き
る
。
事
業

者
、
商
工
会
な
ど
へ
も
お

願
い
し
て
い
る
。
支
援
策

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
し

て
い
る
。

問
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
知
ら
せ
て
い
る
が
、

期
限
が
６
月
30
日
ま
で
延

期
と
な
っ
た
。
再
度
の
お

知
ら
せ
が
必
要
で
あ
る
が
。

教
育
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
更
新
す
る
よ
う
提
起

す
る
。

大
型
風
力
発
電
に
つ
い
て

問
「
鳥
類
を
は
じ
め
と
す

る
生
物
多
様
性
が
損
な
わ

れ
、
自
然
環
境
が
破
壊
さ

れ
る
大
規
模
開
発
は
本
末

転
倒
で
あ
る
。
対
策
が
講

じ
ら
れ
な
い
風
力
発
電
建

設
に
は
反
対
す
る
」
と
野

鳥
の
会
か
ら
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
。
市
長
の
見
解

を
問
う
。

市
長
環
境
ア
セ
ス
調
査

に
お
い
て
は
、
審
議
会
や

専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
専

門
家
、
市
民
の
声
を
丁
寧

に
聞
い
て
い
く
。

問
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
２
年
前
倒
し
で
作
成
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域

住
民
の
声
は
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
。

市
長
１
年
目
で
マ
ッ
プ

案
を
作
り
、
２
年
目
に
地

域
の
方
や
事
業
者
も
一
緒

に
検
討
し
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

市スクールバスの燃料費は市の負担に

コロナ対策支援パンフレット

一般質問

日本共産党

橋本まり子

コ
ロ
ナ
対
策
制
度

わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
く

た
え
ず
わ
か
り
や
す
い
広
報
・

周
知
に
努
め
た
い

市
長

一般質問

日本共産党

平林智江美

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
制

度
利
用
の
推
進
を

す
べ
て
の
保
護
者
に
お
知
ら
せ

を
配
布
し
て
い
る

教
育
長
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一般質問

和 田 　 晋

観
光
関
連
事
業
者
へ
の
状
況
調

査
と
結
果
は
ど
う
か

全
業
種
に
実
施
し
て
い
る

非
常
に
打
撃
が
大
き
い

市
長

丹 政 会

問
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ

い
て
課
題
や
そ
の
取
り
組

み
は
。

市
長
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
る
担
い
手
の
減
少
が

課
題
。
地
域
、民
生
委
員
、

社
協
な
ど
連
携
し
、
顔
が

見
え
る
環
境
作
り
に
取
り

組
む
。

過
去
の
一
般
質
問
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

問
障
害
者
の
雇
用
は
進
ん

だ
の
か
。

市
長
今
年
度
正
職
員
で

１
人
、
会
計
年
度
任
用
職

員
７
人
を
採
用
し
、
法
定

雇
用
率
を
達
成
し
た
。

問
給
食
で
地
元
の
米
を

使
っ
た
米
粉
へ
の
検
討
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長
小
麦
粉
を
全
て

米
粉
と
い
う
の
は
難
し
い
。

米
粉
に
向
く
料
理
に
使
用

し
て
い
る
が
、
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

地
域
に
お
け
る
女
性
の
参

画
の
少
な
さ
に
つ
い
て

問
地
域
の
総
会
な
ど
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
声
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
市

の
課
題
認
識
は
。

市
長
区
行
政
に
対
し
て

市
が
介
入
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
女
性
や
若

者
の
参
画
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

庁
舎
増
築
棟
整
備
基
本
計

画
に
つ
い
て

問
浸
水
の
懸
念
、
峰
山

I
C
の
開
通
、
D
X
の
普

及
、人
口
減
少
、職
員
数
の

減
少
、
当
初
の
案
よ
り
膨

れ
上
が
っ
た
改
修
費
を
含

む
50
億
円
超
の
建
設
費
な

ど
課
題
が
あ
る
中
で
、
こ

の
計
画
は
合
併
特
例
債
、

増
築
棟
あ
り
き
で
は
な
い

の
か
。
市
民
の
声
は
し
っ

か
り
聞
け
た
の
か
。

市
長
23
年
度
か
ら
市
民

の
代
表
で
あ
る
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
で
10
回
議
論
を

し
て
い
た
だ
き
、
分
庁
舎

方
式
の
非
効
率
性
に
つ
い

て
解
消
す
る
必
要
が
あ
る

と
答
申
を
受
け
た
。
庁
舎

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ

の
背
景
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
市
民
に
よ
る
委
員
会
で

答
申
を
重
ね
て
き
た
。
そ

の
経
過
か
ら
も
合
併
特
例

債
あ
り
き
で
は
な
い
。

問
本
市
事
業
者
を
支
援

す
る
給
付
金
事
業
を
望
む

声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長
厳
し
い
状
況
の
時

は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。タ
イ
ミ
ン
グ
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
迅
速
に
集
客
事
業
を

取
り
組
む
た
め
の
予
算
化

は
で
き
て
い
る
か
。

市
長
コ
ロ
ナ
の
打
撃
を
補

う
だ
け
で
な
く
コ
ロ
ナ
を

乗
り
越
え
て
い
く
形
で
、

積
極
的
な
観
光
地
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

予
算
提
案
で
は
観
光
公
社

に
二
千
万
円
の
広
告
宣
伝

費
を
計
上
し
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
規
模
で
の
誘
客
を

図
る
。

久
美
浜
湾
に
つ
い
て

問
不
法
係
留
の
問
題
に

つ
い
て
進
捗
は
ど
う
か
。

市
長
規
制
看
板
増
設
の
予

算
を
確
保
し
た
と
回
答
が

あ
っ
た
。
府
か
ら
は
「
市

と
連
携
し
、
係
留
調
整
等

の
対
策
協
議
を
行
な
い
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
り
協

議
の
場
を
も
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
求
め
て
い
る
。

問
市
民
の
海
岸
清
掃
を
支

援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
車
両
の
貸
し
出
し
や

清
掃
情
報
の
発
信
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
海
岸
清
掃
の
人
員

確
保
は
、
地
元
区
で
も
望

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
で

き
る
の
か
、
車
両
の
貸
出

し
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
水
質
改
善
に
向
け
て

原
因
究
明
に
向
け
た
水
質

調
査
を
実
施
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
久
美
浜
湾
の
水
質

は
大
切
な
問
題
。
京
都
府

と
調
整
し
、
連
携
を
し
て

努
め
て
い
き
た
い
。

サ
ル
被
害
に
つ
い
て

問
通
学
路
の
サ
ル
の
出
没

情
報
や
対
処
方
法
を
市
民

に
周
知
す
る
な
ど
、
市
と

区
が
協
力
し
て
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
。

教
育
長
地
元
へ
の
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
市

民
へ
の
周
知
を
図
り
効
果

的
な
対
策
が
実
施
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

スマートスピーカーで高齢者の見守り

【注意】通学路にサル出没中

市
長

一般質問

丹 政 会

東 田 真 希

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
も

D
X
推
進
が
必
要
だ

通
信
環
境
な
ど
市
全
体
と
し
て

議
論
し
て
い
く
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問
丹
後
震
災
記
念
館
の

保
全
に
か
か
る
費
用
は
。

教
育
長
詳
細
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
建
築
研
究

所
の
目
視
に
よ
る
調
査
の

結
果
は
、
５
億
円
程
度
か

か
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

問
保
全
す
る
と
し
た
時
の

財
源
と
し
て
過
疎
対
策
事

業
債
の
活
用
は
。

教
育
長
保
全
後
の
利
活

用
と
い
う
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
議
会
の
承
認
も
必

要
だ
が
、
活
用
は
可
能
で

あ
る
。

問
５
年
後
、
百
周
年
に
向

け
て
、
震
災
記
念
館
の
保

全
及
び
利
活
用
は
。

市
長
震
災
の
記
憶
を
継

承
し
て
い
く
た
め
に
も
百

年
の
節
目
に
向
け
て
、
過

疎
対
策
事
業
債
な
ど
も
含

め
財
源
の
問
題
を
真
剣
に

検
討
し
、
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
再
来
年
京

都
府
に
文
化
庁
が
移
転

す
る
こ
と
で
、
百
周
年
に

向
け
て
の
支
援
要
請
を

強
く
し
て
い
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
、
意
義
の
あ
る

記
念
館
の
保
全
及
び
利
活

用
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

を
中
心
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

丹
後
大
震
災
か
ら
学
ぶ

こ
と

問
本
市
独
自
の
教
育
と
し

て
丹
後
学
が
あ
る
が
、
そ

の
中
で
丹
後
大
震
災
に
つ

い
て
、
ど
う
教
え
、
伝
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長
本
市
全
て
の
６
年

生
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学
習

の
中
で
、
地
震
の
概
要
や

当
時
の
児
童
の
作
文
な
ど

で
の
事
前
学
習
の
後
、
郷

村
断
層
の
見
学
を
行
い
、

現
場
で
の
視
覚
に
よ
る
学

習
を
行
っ
て
い
る
。現
在
、

そ
の
学
習
を
５
千
８
百
人

以
上
の
児
童
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

問
本
市
で
今
、
震
度
７
の

地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
の

被
害
想
定
と
、
耐
震
化
対

策
が
で
き
て
い
た
場
合
の

減
災
効
果
の
想
定
は
。

市
長
死
者
数
２
９
５
０

人
、
全
壊
棟
数
３
万
５
２

５
０
棟
と
い
う
想
定
で
あ

る
。
耐
震
化
率
が
百
％
の

場
合
、
減
災
効
果
は
死
者

数
が
約
80
％
減
、
全
壊
棟

数
が
約
75
％
減
と
い
う
想

定
と
な
っ
て
い
る
。

現在の丹後震災記念館

問
数
年
前
か
ら
大
宮
社
会

体
育
館
の
天
井
の
結
露
で

床
が
滑
り
や
す
く
危
険
と

聞
く
。
危
険
性
が
高
く
改

修
が
必
要
で
は
。

教
育
長
結
露
対
策
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

改
修
は
他
施
設
と
の
優
先

順
位
を
判
断
し
な
が
ら
、

調
査
や
改
修
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問
市
内
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
ネ
ッ
ト
予
約
は
利
用

日
の
前
月
１
日
の
０
時
か

ら
先
着
順
で
受
付
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
外
の

方
も
同
時
受
付
の
た
め
、

数
秒
の
差
で
市
民
が
予
約

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と

聞
く
。
健
全
な
時
間
帯
で

の
受
付
開
始
や
、
市
民
が

優
先
的
に
予
約
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

検
討
は
。

教
育
長
平
成
20
年
度
か

ら
京
都
府
の
公
共
施
設
案

内
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
。
今
後
更
新
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
課
題
を
京
都
府
へ
伝

え
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
本
市
の
発
行
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
し
お
り
で

は
、
利
用
料
の
表
記
が
10

割
の
金
額
で
記
載
さ
れ
て

い
る
。
実
際
の
負
担
は
１

割
〜
３
割
で
あ
り
、
誤
解

を
招
き
、
利
用
控
え
を
さ

れ
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
。

利
用
料
の
記
載
に
つ
い
て

見
直
し
が
必
要
で
は
。

市
長
具
体
例
を
記
載
す

る
な
ど
分
か
り
や
す
い
よ

う
改
善
す
る
。

問
独
居
で
要
介
護
認
定
さ

れ
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
支

援
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

か
ら
介
護
用
品
支
給
事
業

の
よ
う
な
支
援
を
求
め
る

声
を
聞
く
が
検
討
は
。

市
長
現
在
は
検
討
を
考

え
て
い
な
い
。

問
独
居
の
高
齢
者
の
ゴ
ミ

出
し
に
つ
い
て
問
題
を
聞

く
。
行
政
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
検
討
は
。

市
長
高
齢
者
へ
の
ゴ
ミ
出

し
支
援
は
必
要
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
り
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
会
議
で
間
人
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

実
態
把
握
を
行
う
。

市内の体育館で利用者数が最も多い大宮社体

一般質問

新 政 会

冨 田 恵 輔

市
内
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

修
繕
や
改
修
に
つ
い
て
基
準
は

危
険
性
や
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
最
優
先
に
対
応
し
て
い
る

市
長

一般質問

新 政 会

多賀野一彦

震
災
後
百
周
年
に
向
け
震
災
記

念
館
の
保
全
及
び
利
活
用
は

意
義
、
意
味
の
あ
る
こ
と
な
の

で
前
向
き
に
検
討
し
た
い

教
育
長
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問
合
併
以
来
18
年
、
毎
年

の
人
口
減
少
だ
。
政
治
は

結
果
責
任
だ
。
市
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

市
長
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー

ド
を
押
し
と
ど
め
将
来
あ

る
時
点
で
増
加
に
転
じ
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
。
産

業
振
興
と
子
育
て
環
境
を

し
っ
か
り
と
行
い
夢
の
あ

る
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
最
大
の
減
少
対
策
だ
。

一
昨
年
の
国
勢
調
査
５
万

８
６
０
人
を
踏
ま
え
府
の

見
通
し
を
参
考
に
改
定
目

標
値
を
作
成
中
だ
。

問
住
民
が
地
域
の
将
来

人
口
に
強
い
危
機
感
を
共

有
し
主
体
的
に
対
策
を
考

え
行
動
す
る
。
行
政
は
こ

れ
を
支
援
し
問
題
解
決
に

あ
た
る
体
制
づ
く
り
こ
そ

極
め
て
重
要
だ
。
地
域
の

対
策
の
結
果
が
市
の
人
口

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長
同
感
だ
。
コ
ー
ホ
ー

ト
要
因
法
を
用
い
行
政
区

ご
と
に
説
明
し
住
民
と
と

も
に
対
策
を
立
て
て
い
く

手
法
を
と
っ
て
い
る
。

問
人
口
減
少
対
策
で
は

若
夫
婦
の
子
連
れ
で
の
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
が
最
重
要
課
題

だ
。
地
域
か
ら
学
校
を
奪

う
こ
と
が
若
夫
婦
の
流
出

に
直
結
し
将
来
人
口
を
も

棄
損
し
て
い
る
。
子
育
て

環
境
の
充
実
、
日
本
一
と

は
矛
盾
し
な
い
の
か
。

市
長
学
校
の
統
合
問
題

は
子
供
た
ち
の
教
育
の
あ

り
方
と
し
て
考
え
て
い
る
。

本
庁
舎
増
築
棟
建
設
は

問
20
年
後
の
人
口
は
推
定

３
万
２
千
人
だ
。
特
例
債

に
眼
が
眩
ん
で
い
る
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。
市
民

投
票
で
直
接
賛
否
を
問
う

考
え
は
な
い
か
。

市
長
長
年
の
審
議
の
結
果

を
踏
ま
え
増
築
棟
建
設
は

将
来
負
担
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
今
と
考
え
て
い
る
。

パ
ブ
コ
メ
も
実
施
し
た
。

代
案
が
あ
れ
ば
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

旧
浜
詰
小
跡
地
に
つ
い
て

問
旧
浜
詰
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
ゴ
ミ
捨
て
場
と
な
っ
て

い
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

発
着
場
と
し
て
有
効
活
用

す
べ
き
だ
。

市
長
現
在
、
解
決
に
向
け

鋭
意
努
力
中
だ
。

問
京
丹
後
市
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
を
受
け

て
、
被
害
者
や
そ
の
家
族

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す

る
の
か
。

市
長
見
舞
金
の
支
給
を

は
じ
め
、
市
役
所
全
体
で

支
援
を
行
う
「
犯
罪
被
害

者
等
支
援
連
絡
会
議
」
を

設
け
、
相
談
体
制
や
市
民

の
理
解
を
深
め
る
活
動
に

取
り
組
む
。

問
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

で
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

が
難
し
い
中
で
市
の
取
り

組
む
体
制
は
。

市
長
平
成
24
年
６
月
に
、

京
丹
後
警
察
署
と
連
携
協

定
を
締
結
し
、
警
察
か
ら

の
情
報
に
よ
り
、
一
刻
も

早
く
必
要
と
な
る
支
援
を

行
う
。

問
犯
罪
被
害
者
等
支
援

連
絡
会
議
は
、
ど
の
時
点

で
設
置
し
、
ど
の
時
点
で

解
散
す
る
の
か
。

市
長
被
害
を
受
け
た
時
か

ら
再
び
平
穏
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、

心
の
ケ
ア
や
相
談
に
つ
い

て
は
、
被
害
者
の
方
か
ら

の
終
り
の
申
し
出
が
あ
る

ま
で
支
援
を
続
け
る
。

問
犯
罪
被
害
者
支
援
の

対
応
は
個
々
に
よ
り
異
な

る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長
助
け
合
い
支
え
合
い

を
大
切
に
、
社
会
全
体
で

支
援
す
る
相
談
体
制
や
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

問
各
地
域
か
ら
の
提
言
書

は
、
市
に
対
し
て
積
極
的

に
提
言
を
行
う
も
の
で
あ

る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長
各
地
域
か
ら
の
政
策

提
言
は
、
各
地
域
の
課
題

や
特
色
を
踏
ま
え
た
提
言

で
あ
り
、
市
政
を
進
め
て

い
く
基
本
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
市
民
局
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
。

市
長
地
域
の
課
題
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
地
域

の
拠
点
と
な
る
市
民
局
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
。
市

民
局
の
機
能
維
持
と
充
実

を
図
り
、
地
域
と
一
体
と

な
り
進
め
て
い
く
。

6町の提言書

京丹後市2040年人口予想

市
長

一般質問

新 政 会

川 戸 一 生

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

条
例
に
沿
っ
て
、
し
っ
か
り
と

支
援
を
行
う

市
長

一般質問

創 明

浜岡大二郎

政
治
は
結
果
責
任
だ

人
口
減
の
見
通
し
は

人
口
を
将
来
あ
る
時
点
で
増
加

に
転
じ
さ
せ
た
い

17 2022. 5

◆一般質問



賛否の分かれた案件を記載しています。

議案に対する各議員の賛否一覧表

会派名
議
案
の
可
否

丹政会 新政会 日本
共産党 創明 政友会

無
会
派

無
会
派

　　　　　　　　　　　　 議員名

　　案　件

池
田
　
惠
一

谷
津
　
伸
幸

中
野
　
勝
友

東
田
　
真
希

平
井
　
邦
生

和
田

　
晋

櫻
井
　
祐
策

川
戸
　
一
生

多
賀
野
一
彦

冨
田
　
恵
輔

田
中

邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

浜
岡
大
二
郎

永
井
　
友
昭

水
野
　
孝
典

和
田
　
正
幸

松
本
　
聖
司

鳴
海
　
公
軌

京丹後市学校適正配置基本計画の策定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 ×

京丹後市一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇

京丹後市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京丹後市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部改正について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度京丹後市一般会計予算
修正部分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

修正部分を
除く原案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度京丹後市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇

市
長

一般質問

無 会 派

鳴 海 公 軌

問
市
役
所
の
父
親
育
休
の

状
況
は
ど
う
か
。

市
長
取
得
実
績
に
は
課

題
が
あ
る
。
管
理
職
研
修

や
男
性
育
休
ガ
イ
ド
を
つ

く
る
。
ま
た
、
長
期
に
な

れ
ば
職
員
を
採
用
す
る
。

問
教
職
員
の
父
親
育
休
の

状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
配
偶
者
出
産
休

暇
は
９
割
を
越
え
る
が
、

長
期
休
業
は
ほ
ぼ
な
い
。

地
方
公
務
員
の
育
休
条
例

は
随
時
改
正
す
る
予
定
。

問
育
休
に
は
職
場
の
体
制

充
実
が
必
要
だ
が
。

教
育
長
職
場
の
人
的
保
障

は
セ
ッ
ト
と
考
え
る
。
府

に
対
し
代
替
講
師
の
任
用

を
強
く
要
望
す
る
。

問
民
間
企
業
へ
の
普
及
活

動
は
。

市
長
事
業
者
に
対
し
実
態

調
査
を
令
和
４
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
く
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
者

表
彰
制
度
を
機
能
さ
せ
る

べ
き
で
は
。

市
長
実
績
は
10
年
間
で

２
件
。
今
後
は
市
が
積
極

的
に
情
報
を
集
め
る
。

問
育
休
取
得
の
キ
ャ
リ
ア

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

市
長
本
市
に
お
い
て
は

育
休
で
人
事
評
価
は
下
げ

な
い
。
む
し
ろ
育
休
等
の

経
験
は
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
面
で
も
重
要
な

財
産
と
な
る
。

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
業
の
導
入
に
つ
い
て

問
は
ぐ
は
ぐ
の
来
所
件

数
が
急
増
し
て
お
り
、
市

民
か
ら
相
談
し
に
く
い
と

聞
く
。
体
制
の
充
実
を
。

市
長
昨
年
度
比
３
倍
の

来
所
相
談
実
績
が
あ
り
、

助
産
師
と
連
携
す
る
な
ど

で
充
実
さ
せ
る
。

問
子
育
て
支
援
を
適
切

に
つ
な
げ
る
子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
の
導
入

を
求
め
る
が
。

市
長
現
体
制
で
外
部
連

携
は
で
き
て
い
る
。

使
用
済
紙
お
む
つ
に
よ
る

環
境
負
荷
軽
減
に
つ
い
て

問
推
計
で
は
お
む
つ
ゴ

ミ
の
排
出
量
は
本
市
で
年

間
１
７
５
０
ト
ン
。
再
生

利
用
が
効
果
的
で
は
。

市
長
紙
お
む
つ
再
生
利

用
は
、
広
域
で
実
施
す
れ

ば
効
果
的
。
他
方
で
実
現

に
は
課
題
が
多
い
。
今
後

も
研
究
す
る
。

ワ
ン
オ
ペ
育
児
解
消
に
向
け

父
親
育
休
の
浸
透
が
重
要
で
は

ま
ち
全
体
の
た
め
に
も
重
要

市
も
取
得
促
進
に
取
り
組
む

父親育休の浸透がまち全体の幸福度を高める

《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除》　金田琮仁議員は議長職のため表決権はありません。
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ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議
ロシアは、去る２月２４日にウクライナへの軍事侵攻を開始し、子どもたちを含む一般市民の多くが避難生活や
国外退避を余儀なくされ、また、死傷者が増え続けている。
これらは、ウクライナの主権及び領土の一体性を侵害するとともに国際社会の秩序や平和を脅かし、明らかに
国連憲章に違反するものであり、断じて許容できるものではない。また、その影響はヨーロッパにとどまるもので
はなく、アジアを含む国際秩序を揺るがす重大な事態であり、決して看過できない。
よって、京丹後市議会は、ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し厳重に抗議するとともに、ロシア
はこの軍隊を完全かつ無条件で即時に撤退させ、国際法に基づき誠意を持った対応をとることを強く求める。
また、政府におかれては、ウクライナに在住する邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、関係各国及び国際
社会との緊密な連携のもと厳格かつ適切な対応を講じられるよう、強く要請する。
以上決議する。

令和４年３月３日
京都府京丹後市議会

会　　　派
無会派議員 下半期（10月～ 3月）政務活動概要 下半期分

交付確定額
令和３年度
年間交付実績

丹政会

・11 月８日～９日　研修活動
東京都「エネルギー計画の概要、環境アセスメントや
ゾーニングなど、地元自治体が留意すべきこと」など

・11 月 17 日　要請・陳情活動
大阪府、京都府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」

187,980 円 187,980 円

新政会

・11 月 17 日　要請・陳情活動
大阪府、京都府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」

10,460 円 10,460 円
創　明 10,460 円 10,460 円
政友会 10,460 円 10,460 円
松本議員 10,460 円 10,460 円
金田議長 10,460 円 10,460 円

陳情名 陳情者 結  果

10年間の再配置事業の検証を深め、より良
い教育を求める陳情書

丹後労働組合総連合
議　　長　藤原　利昭
事務局長　尾崎　敏

みなし不採択

「小さくても輝いている宇川小学校の存続を
求める要望署名」提出について

宇川小学校の統廃合を考える有志の会
呼びかけ人代表　増田　光夫
呼びかけ人代表　三野　広海

みなし不採択

「適正配置基本計画案」の見直しを求める陳情 奥丹後地方教職員組合
執行委員長　岡　みゆき みなし不採択

令和３年度の政務活動費については、下半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきましては、
市議会ホームページ（https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲覧いただくことができます。

令和４年３月３日の本会議で、ロシアのウクライナ侵攻に対して下記のとおり決議しました。

※みなし不採択…議決された議案や請願と同じ内容の議案や請願を審議する場合や、議決により請願、陳情の趣旨が達成された、
また達成困難な場合に、すでに議決された結果に応じて判断をすることを、「みなし採択」、「みなし不採択」
という。

陳 　 情

政 務 活 動 費

決 議 文
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市民の

あ

と

が

き

声
機（
ハ
タ
）を
お
り
続
け

て
六
十
二
年
間
が
経
過
し

ま
し
た
。
高
校
の
同
級
生

は
、
織
物
業
か
ら
引
退
、

そ
し
て
ま
た
半
数
は
、
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
織
物
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
は
、
我
な
が
ら
「
す

ご
い
」
と
、
自
分
を
誉
め

た
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま

す
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、

八
十
歳
に
も
な
れ
ば
仕
事

を
辞
め
て
、
畑
仕
事
を
の

ん
び
り
と
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
約
十
年
前

に
「
タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
」

の
働
き
や
、
関
係
等
に
目

覚
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

織
物
の
組
織
を
学
ん
で

い
く
と
、
新
商
品
づ
く
り

に
役
に
立
つ
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
人
と
人
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
、
当
て
は

め
て
考
え
ら
れ
て
面
白
い

も
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と

を
繰
返
し
、
繰
返
し
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
竜
宮
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
中

で
、
工
房
見
学
に
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
お
客
様
の
前

で
話
す
機
会
が
あ
っ
て

「
タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
」
と

い
う
短
い
話
を
致
し
ま
し

た
ら
、
案
外
と
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
物
づ
く
り
同
様
に

精
進
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

先
日
は
、
丹
後
え
え
も

ん
工
房
の
グ

ル
ー
プ
七
名

で
、
京
都
ギ

フ
ト
シ
ョ
ー

に
出
展
し
て

き
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
仲

間
の
皆
様
の

出
品
す
る
商

品
の
質
も
向

上
し
て
、
多

く
の
出
会
い

も
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
は
、

今
回
の
出
品
に
つ
い
て

は
、
三
名
の
職
人
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
、
京
都
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
織
と

組
織
の
技
術
を
生
か
し
た

「
モ
ノ
づ
く
り
」
が
で
き

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

仲
間
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
毎
日
が
面

白
く
て
張
り
合
い
も
生
ま

れ
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
、

一
、
常
に
新
し
い
モ
ノ
づ

く
り

二
、
関
わ
っ
た
人
す
べ
て

が
利
益
を
得
る

三
、
厳
し
い
中
に
も
、楽

し
い
環
境
等
々

そ
れ
ら
が
叶
え
ら
れ
た

時
、
後
継
者
の
問
題
も

自
然
解
消
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
、
織
物
一
筋
継

続
中
の
、
私
の
さ
さ
や
か

な
願
い
で
す
。

機（
ハ
タ
）織
り
一
筋
か
ら
学
ん
だ

タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
の
話

丹
後
町 

木
本 

正
久

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
新
種
の
ウ
イ

ル
ス
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
収
ま
る
気
配
も
な
い

と
こ
ろ
に
、
２
月
24
日
に
は
国
連
安
全
保
障
常
任

理
事
国
の
ロ
シ
ア
が
突
如
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、

大
勢
の
市
民
を
巻
き
添
え
に
す
る
ば
か
り
か
核
兵

器
の
使
用
も
ち
ら
つ
か
せ
る
な
ど
想
定
外
の
暴
挙

に
で
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
の
予
算
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
５
事
業
が
減
額
修
正
、
２
事
業

に
附
帯
決
議
が
可
決
さ
れ
、
１
事
業
に
附
帯
意
見

が
提
出
さ
れ
る
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
予
算
審
議

と
な
り
ま
し
た
が
、
市
政
発
足
後
最
大
の
予
算
を

承
認
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
担
当
も
こ
の
号
を
最
終
に
し
、
次
回

か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
と
な
り
ま
す
。

一
年
間
の
ご
愛
読
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委　
　

員　

池
田　

惠
一

　

〃　
　
　

東
田　

真
希

　

〃　
　
　

谷
津　

伸
幸

委
員
長　

浜
岡
大
二
郎

副
委
員
長　

田
中　

邦
生

委　
　

員　

鳴
海　

公
軌

　

〃　
　
　

多
賀
野
一
彦

　

〃　
　
　

和
田　

正
幸
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◆市民の声・あとがき
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